
清川公民館だより

8 月に入り、子どもたちは夏休み真っ盛り、今年は梅雨が短く猛暑の夏が続きます。熱中症、コロナ感染症等くれ

ぐれもご自愛ください。
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■モルック交流大会を初めて開催しました

清川町の実情に合わせ、公民館では軽スポーツの普及推進に取り

組んでいます。６月２７日、健康づくり、コミュニケーションづく

りを目的にモルック交流大会を初めて開催しました。モルックは

子どもから高齢者まで気軽に楽しめるフィンランド発祥の軽スポー

ツです。当日は、町内から１０チーム(３０名)の参加があり、ルー

ルで定められた５０点を目指してモルック棒を投じていました。こ

の競技は３人のチームワークと勝ちにつながる作戦が重要になりま

す。各チームとも、和気あいあいの雰囲気の中にも成績上位を目指

して真剣にプレーをされていました。

尚、試合結果は次のとおりです。

【優 勝】チグハグトリオチーム(駅前)

【準優勝】左草サロンチーム  (三玉)

【第３位】清流サロン Bチーム(左右知)

８月の行事・・・10日/お盆親善野球大会、17日/神楽一般公演、25日～26日/ナイターソフト

▲試合の様子

▼優勝したチグハグトリオの皆さん

■今年度の人権学習学級講座が始まりました

６月１２日、今年度の人権学習学級講座が開講しました。この講

座は、小中学校 PTA 会員や各種団体の皆さんにご参加いただき年

６回の学びを通して人権感覚を磨き一人ひとりの人権が尊重される

地域を創ることを目的にしたものです。第１回は、大分県人権問題

講師団 足立直隆さんの「歴史から学ぶ部落差別問題」でした。

８月は、「差別をなくす市民のつどい」、９月は「やさしい日本

語」、１０月は「障がい者差別解消に向けて」と続きます。途中か

らの参加も受け付けています。詳しくは清川公民館 工藤まで

詳しくは

■青少年健全育成市民会議

清川支部運営委員会を開催しました

７月８日、青少年健全育成市民会議清川支部運営委員会を開催し、

あいさつ運動や青パト運行、「豊後大野っ子」を育てる市民の集い

への参加等決定しました。

▼日赤清川分団の皆さんが植えた花々です。



「七夕うちわ★★★★★★★★★★★★」

「おれは老人？」 勢古浩爾 年齢を重ねた主人公が、「自分は本当に

老人なのか？」と問いかけながら過去と今を見つめる物語です。周囲の言葉に

揺れつつも、心の中にある若さと好奇心を大切にする姿が描かれています。老

いを肯定的にとらえ直す、ユーモアと優しさに包まれた前向きな作品です。ら

われない心の若さを伝えてくれます。ユーモアと優しさに包まれた前向きな一

冊です。

「ジャイロ♪♪♪♪♪♪♪♪」

「高齢者福祉体験！！！！！！！！！」

▲ ▶ 「プラ板づくり 」」」」

本格的な夏到来！暑さが続く 8月は、静かな読書のひとときを過ごすのにぴったりの季節です。

無理に外出せず、冷たい飲み物を片手に読書の楽しさを再発見してみませんか♪

また、公民館図書室では、心地よい涼しさのなかで、ほっと一息つける場所を準備して皆さんを

お待ちしています。読書や調べもの、宿題などを持ってぜひお立ち寄りください！

「カフネ」 阿部暁子 弟を亡くした薫子と、弟の元恋人せつなが

家事代行サービス「カフネ」で共に働きながら、心の傷と向き合っていく物

語です。料理を通じて依頼者の心に寄り添いながら、2人は少しずつ絆を深

めていきます。喪失や孤独、現代社会の課題に触れながら、人とのつながり

や再生の希望を描いた、静かで温かな一冊です。

毎週元気に教室にやってくる子どもたち！本当にみんなの笑顔

が私たちスタッフのエネルギー源になっています(*^^*)

夏休みは体調に気をつけて充実した時間を過ごしてくださいネ！

＊6/25 車イスに乗ったり、白内障の眼鏡をかけたり福祉の学習

をしました。＊7/2 うちわの両面に七夕の工作をしました。短冊に

は何をお願いしたのかな？＊7/9ペットボトルのグライダーとジャ

イロが体育館でビュンビュン飛び交いました♪＊7/16 みんな大

好きなプラ板。可愛いキーホルダーがたくさん出来ました！
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地域の皆様

ぜひ,見学へお越しください！

27日(水) 自衛隊体験


